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ルドビクのピアノ

ルドビクは折
お

りたたみ椅
い

子
す

をいくつか持
も

って，通
とお

りの向
む

こうへ運
はこ

びます。そ
の日

ひ

は日
にち

曜
よう

日
び

で，もうすぐ教
きょう

会
かい

が始
はじ

まるのです。ルドビクたちがトーゴで
教
きょう

会
かい

の集
しゅう

会
かい

を開
ひら

いているこの家
いえ

には，席
せき

が十
じゅう

分
ぶん

にありません。そのためルドビク
はいつも，おじいさんの家

いえ

から椅
い

子
す

を持
も

って行
い

くのです。
「どうして立

りっ

派
ぱ

な教
きょう

会
かい

をはなれて，小
ちい

さなほったて小
ご

屋
や

に行
い

くんだい？」だれ
かがルドビクに声

こえ

をかけました。「君
きみ

の教
きょう

会
かい

には長
なが

椅
い

子
す

さえないじゃないか！」
別
べつ

のだれかが，笑
わら

いながら言
い

いました。
ルドビクは聞

き

こえないふりをしました。ぼくは正
ただ

しいことを続
つづ

けるだけだと，
ルドビクは思

おも

いました。
ルドビクが教

きょう

会
かい

のことを初
はじ

めて知
し

ったのは 10 才
さい

のときでした。今
いま

，ルドビクは
12 才

さい

です。ルドビクの家
か

族
ぞく

は最
さい

近
きん

，バプテスマを受
う

けました。ルドビクは神
しん

権
けん

を
持
も

っていて，せいさんのパスを手
て

伝
つだ

っています。自
じ

分
ぶん

の昼
ひる

ご飯
はん

のお金
かね

を少
すこ

し節
せつ

約
やく

して，毎
まい

週
しゅう

，せいさんのためのパンまで買
か

っています。ルドビクは天
てん

の御
おん

父
ちち

に
仕
つか

えられることをうれしく思
おも

っていました。
教
きょう

会
かい

が始
はじ

まる時
じ

間
かん

には，小
ちい

さな部
へ

屋
や

はいっぱいになっていました。ルドビクが
持
も

って来
き

た椅
い

子
す

にすわっている人
ひと

もいます。立
た

っている人
ひと

もいます。
集
しゅう

会
かい

は歌
うた

で始
はじ

まりました。「なやめるイスラエル」と，ルドビクは歌
うた

います。ル
ドビクは教

きょう

会
かい

で歌
うた

うのが大
だい

好
す

きでした。
教
きょう

会
かい

の後
あと

，ルドビクは鼻
はな

歌
うた

を歌
うた

いながら椅
い

子
す

を片
かた

付
づ

けました。そして鼻
はな

歌
うた

を歌
うた

いながら家
いえ

に歩
ある

いて帰
かえ

りました。そのとき，いい考
かんが

えがうかびました！ ルドビク
はおもちゃのピアノを引

ひ

っぱり出
だ

しました。もしかすると，「なやめるイスラエル」
をピアノでひけるかもしれません！
ルドビクはメロディーを口

くち

ずさみながら，ピアノのけんばんをあちこちたたいて，
正
ただ

しい音
おと

をさがしました。一
ひと

人
り

で練
れん

習
しゅう

するうちに，一
いっ

曲
きょく

全
ぜん

体
たい

をひけるようになり
ました。
そしてルドビクは，家

か

族
ぞく

が教
きょう

会
かい

の賛
さん

美
び

歌
か

の録
ろく

音
おん

を持
も

っていることを思
おも

い出
だ

しま
した。録

ろく

音
おん

を聞
き

いて，ほかの歌
うた

もひけるように練
れん

習
しゅう

しました。練
れん

習
しゅう

に練
れん

習
しゅう

を重
かさ

ねました。
「わたしたちが教

きょう

会
かい

で歌
うた

うとき，ピアノをひいたらどうだい。」ある日
ひ

，ルドビク
のお父

とう

さんがそうたずねました。
ルドビクはとてもおどろいて，「はずかしいよ」と言

い

いました。「間
ま

違
ちが

えたらど

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

ルーシー・スティーブンソン・イーウェル
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

の 開
かい

拓
たく

者
しゃ

た ち

うするの？」
「そのままひきつづければいいさ」と
お父

とう

さんは言
い

いました。「ルドビクは自
じ

分
ぶん

で思
おも

っているよりもピアノがじょうず
だよ。」
次
つぎ

の日
にち

曜
よう

日
び

，ルドビクが持
も

って行
い

った
のは椅

い

子
す

だけではありませんでした。
おもちゃのピアノも教

きょう

会
かい

に持
も

って行
い

った
のです。集

しゅう

会
かい

が始
はじ

まり，歌
うた

うときが来
く

る
と，ルドビクはおそるおそるけんばんに
指
ゆび

を乗
の

せました。そして，えんそうを始
はじ

めました。みんながピアノに合わせて歌
うた

います。それはとてもすばらしいひびき
でした！
ルドビクはその後

ご

，毎
まい

週
しゅう

日
にち

曜
よう

日
び

に教
きょう

会
かい

でピアノをひきました。時
とき

々
どき

，失
しっ

敗
ぱい

す
ることもありました。それでも，ルドビ
クはピアノをひくのをやめませんでした。
歌
うた

がむずかしすぎてひけないときは，み
んなはピアノなしで歌

うた

い，ルドビクが指
し

揮
き

をしました。
ルドビクはにっこりと笑

わら

いました。教
きょう

会
かい

をだれかの家
いえ

で開
ひら

くことなど，ルドビ
クは気

き

になりませんでした。だれかにか
らかわれることも，どうでもいいことで
す。大

たい

切
せつ

なのは，ルドビクが自
じ

分
ぶん

の才
さい

能
のう

を使
つか

って神
かみ

に仕
つか

えていることだった
のです。●

トーゴは 
アフリカ西

せい

部
ぶ

にある 
小
ちい

さな国
くに

です。

げんざい，トーゴには 
ワードと支

し

部
ぶ

が 
21 あります。

トーゴの公
こう

用
よう

語
ご

は 
フランス語

ご

です。

Comment 
ça va?

Je vais  
bien, merci.

ルドビクは今
いま

は 
大
お と な

人になっています。 
ルドビクもつまの 
ベネディクトも 

音
おん

楽
がく

が大
だい

好
す

きです。

ルドビクは家
いえ

に本
ほん

物
もの

の 
ピアノを持

も

っていて， 
教
きょう

会
かい

ではオルガンを 
ひいています。

ある宣
せん

教
きょう

師
し

がルドビクに 
楽
がく

譜
ふ

の読
よ

み方
かた

を教
おし

え， 
そのおかげでルドビクは 

ピアノがもっとうまく 
ひけるようになりました。

ルドビクは
天
てん

の御
おん

父
ちち

に仕
つか

えられることを	

年
ねん

長
ちょう

の 
子
こ

供
ども

たちへ

うれしく思
おも

っていました。
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